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カルタで彦根の魅力を再発見カルタで彦根の魅力を再発見！！
ーーひこねいろカルタひこねいろカルタで彦根の「いいね」をみんなで育むーで彦根の「いいね」をみんなで育むー
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新しい  新しい  カルタカルタ    誕生！誕生！

カルタを 作った作った 人

カルタで 遊んだ遊んだ 人

Q. あなたの思う「彦根の魅力」は？

Q. あなたの思う「彦根の魅力」は？

Q. 制作を通して感じた
「彦根の魅力」は？

Q.カルタで遊んでどうでしたか？

Q.カルタで遊んでどうでしたか？

Q. どのような思いで制作しまし
たか？

　昨年8 月に開催されたイベントで、カルタで遊んだ人に感想を聞きま
した（内容は取材当時のものです）。

　カルタを制作したメンバーに話を聞きました。

※彦根かるた…彦根青年会議所の彦
根少年少女ふるさと研究友の会育成
会が昭和58 年に制作した郷土かるた

　長男が小学校の授業で「彦根か
るた( ※)」で遊んだことがありまし
た。今日は彦根の新しいカルタで
一緒に遊べて楽しかったです。

　ひこねいろカルタの制作にあ
たっては、市民の皆さんや制作メ
ンバーからのエピソードや思い出
も参考にしました。
　皆さんの思いの詰まったカルタ
で、多くの人に遊んでいただき、彦
根の魅力を再発見してください！

　ひこねいろカルタは、これまで延べ300
人程度に遊んでいただきました。また、新
聞、テレビやラジオにも数多く取り上げら
れました。
　より多くの人に遊んでもらえるよう、今
後市内の小学校などにカルタを寄贈予定
です。楽しみにお待ちください♫

　昨年 8 月に金亀公園で開催されたイベント「彦根城世界遺産　昨年 8 月に金亀公園で開催されたイベント「彦根城世界遺産
登録フェスタ 2023」に「ひこねいろカルタ」を出展しました。登録フェスタ 2023」に「ひこねいろカルタ」を出展しました。

◀イベント当日の様子（YouTube）◀イベント当日の様子（YouTube）

カルタを市内の小学校などに寄贈します！カルタを市内の小学校などに寄贈します！

　彦根のシティプロモーションの取り組みに共感し、仕掛
けづくりに関わりたい思いのある市民ボランティアと市で
構成する官民協働組織です。
　まちに誇りと魅力を感じ、盛り上げていきたい人を支援
するチームとして、さまざまな取り組みを行っています。
　詳しくは、QR コードをご覧ください。

【彦根市シティプロモーション戦略推進委員会】
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※寄贈予定のカルタは一般のカルタのサ※寄贈予定のカルタは一般のカルタのサ
イズ（68mm×90イズ（68mm×90mmmm程度）となります程度）となります

ひこねいろカルタでみんなで遊びましょう☆ひこねいろカルタでみんなで遊びましょう☆

NHKの情報番組 「おうみ発630」 でも紹介されました！NHKの情報番組 「おうみ発630」 でも紹介されました！
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問 広報戦略課 ☎ 30-6143　広報戦略課 ☎ 30-6143　FAX  22-139822-1398

　令和５年３月、彦根市に「今の彦根」を表すカルタとして、「ひ
こねいろカルタ」が誕生しました。
　彦根の魅力に気付き、再発見してもらうことを目的に、彦根
市シティプロモーション戦略推進委員会が制作しました。
　委員会が主催、参加する市内のイベントなどで遊べるほか、
彦根市ホームページから無料でダウンロード（QR コード）する
ことができます。

　大阪に住んでいますが、令和5
年4 月から彦根の事務所で勤務し
ています。今日はみんなが気軽に
楽しめるカルタで、地域の情報を
知ることができて良かったです。

　自然が豊かなところ
です。街中に公園がた
くさんあるのは、大阪
にはない魅力です。
　また、琵琶湖で釣り
やキャンプができるの
も、彦根の魅力だと感
じています。

　彦根城など、これま
でから愛されてきたも
のが、今も続いている
のは、彦根の魅力だと
思います。子どもたち
も歴史やお城に興味が
あり、本を借りて学ん
でいます。

　自身にとっては当たり前の風景
も、他の誰かにとっては特別なも
のかもしれません。彦根の皆さん
の「当たり前」が、さまざまな「い
ろ」となり、重なり合うことで、何
千何万もの「ひこねいろ」となり、
彦根の魅力を作り上げていると感
じました。


